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展示見聞録�
太陽光をとり入れて植生を再現した多彩な展示！�

―アクアマリンふくしま4Ｆ―「ふくしまの川と沿岸」�
特集の内容についてさらに身近に体験してもらえるように、関連施設の展示を紹介します。�

世界で進む、河川の自然復元�
土木研究所 水循環研究グループ 河川生態チーム　島谷幸宏�

透明なガラス屋根から�
豊かな自然光が。�

３月初旬。水中では春を待�
てない新芽が顔を出す。�

秋の様子。色づいたモミジの葉が水面を漂う。�
水中にはウグイの群れが。（事業部長の柳澤践夫さん撮影）�
�

　親潮と黒潮が出合う潮目の海が広がる福島県に昨年開館
したアクアマリンふくしま（ふくしま海洋科学館）を訪ねました。
この水族館は身近にいるごくありふれた魚を展示することをコ
ンセプトとしており、これまで飼育の成功事例が無かったサン
マの飼育展示を初めて実現したことでも有名です。�
　館全体を覆う透明なガラス屋根から差し込む豊かな自然光
に今回紹介する展示のポイントがあります。この水族館では自
然光をとり入れることにより、水域から陸域まで本物の植生を
維持管理し、展示に活かしているのです。また、自然光をとり
入れることには、自然の中で見える生き物の本物の色を見せる
という意味もあります。�
　「ふくしまの川と沿岸」のフロアには福島県の豊かな河川環
境がダイナミックに演出されています。この展示は阿武隈山系
の現地調査をもとに計画され、河川の上流から下流の沿岸域
までが再現されています。フロア全体を通して福島の川の縦
断的なつながりを、また、それぞれのシーンでは、水域－水際域
－陸域と、川の横断的なつながりを体験することができます。�
また、水辺の植生は生き物のすみかとしてはもちろん、風景を
つくり出す要素としても重要な役割を担っています。ここでは自
然のものを移植しているため、季節により景観が変化します。

つまり、空間の変化のみならず、時間的な変化についても演出
されているのです。�
　訪れた３月初旬はまだ緑の少ない冬の景観でしたが、春の
使者のフキやフクジュソウが地面から顔を出し開花していました。
また、近づいて水面下を真横から覗き込むと、春を待ちきれな
いアシの新芽を水中に観察することができました。生態的展示
は世界的な流れにもなっていますが、水辺の植生にこだわり、自
然の光の中で空間的、時間的変化を多彩に演出する新しい
展示をぜひ体験してください。�
［吉冨友恭（土木研究所 水循環研究グループ 河川生態チーム）］�

　スイス、ドイツの近自然工法が日本に紹介され、導入されて
から１０年が過ぎようとしている。スイス，ドイツの近自然工法は、
行きすぎた人為的な川への圧力の開放への努力と見ること
ができるわけであるが、ここ数年、ドイツ、スイスでは、より総合
的な河川整備計画へと発展しつつある。ここ数年、わが国で
は大規模な水害が頻発しているが、ドイツなどの欧州でも、百
年確率の洪水が頻発しており、　治水が重要な課題となって
いる。これらの解決にあたって、従来のように、すべての洪水
を河道で処理するのではなく、遊水地や土地利用別に安全
度の差を設けるなど流域の氾濫を許容した柔らかな治水を
行うことによって自然環境も合わせて守っていく手法が検討さ
れている。治水と環境を統合的にかつ土地利用のあり方も含
めて治水を行っていく方法である。ドイツやスイスにおけるこ
のようなやり方は、土地開発への圧力が近年大きくないことお
よび近自然型河川工法などの柔軟な計画論が治水へ発展
あるいは影響を及ぼした結果とも見ることができる。 �
　さて昨夏フランスで河川の自然復元のシンポジウムが行わ
れた。イギリス、フランス，アメリカ、ドイツ、オーストリア、日本など
欧米を中心に２０カ国を超える国が参加した。河川に対する
さまざまな人為的な影響の軽減のための国際会議である。人
為的な影響として、水質悪化、上下流方向の分断、河川形状
の単調化、流量の減少・一定化、土砂量の変化、外来種など

による在来生物への影響などが取りあげられ、それらをどのよ
うに軽減、復元していくのかという取り組みや研究が報告された。
わが国が抱えている課題と共通点が多く、世界同時にこれら
の問題に取り組んでいるのだと言うことを確認し、勇気を得た。 �
　特に今回のシンポジウムではチェコを始めとする東欧諸国
からも自然復元の開始が報告された。ベルリンの壁崩壊から
わずか１０年、その動きの速さに驚くばかりである。 �
　わが国においても、いよいよ本格的な自然復元の動きが始
まっている。代表的な事例として、多摩川の樹林化した河道
の樹木の伐採、掘削などによる河原復元、北海道標津川の
直線化した河道の蛇行復元などがあげられる。これらの事業
には研究者が積極的に係わっていることも着目される。このよ
うに見てくると河川の自然環境の保全・復元の取り組みには
世界共通の課題が予想以上に多く、世界規模でほぼ同時に
解決策が模索されている。 �
　さて、環境問題はさまざまな事象が絡み合った複雑な現象
より生じておりその解決には総合的かつ柔軟な対応が必要と
される。このような考え方や態度は、さまざまな分野の解決手
法に大きく影響を及ぼしていくものと考えられる。わが国にお
いても人口の増加圧力や大規模な開発圧力が今後軽減す
ることから、いよいよこのような総合的な治水対策が議論され、
環境の保全とともに、実行されていくようになるであろう。 
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